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・よく考え広い視野を作る人
・力を合わせ豊かな心情を育てる人
・すすんでたくましく心身を鍛える人
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後教研英語科研究大
会・留寿都大会

１年Ａ組の英語の
授業を公開しまし
た。後志の英語の先
生が集まった中緊張
した表情で授業に参
加していました。
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和太鼓授業（音楽）

和太鼓愛好会の滝澤友宏さ
んに講師をお願いし、２年生
を対象に和太鼓授業を行いま
した。曲は『祝太鼓』です。
みんな太鼓を打つ姿も格好い
いですね。

校内研究大会（理科）

１年Ａ組の理科の授業を公開しました。浮力に
ついて実験し、その結果をもとに各班で話し合い
を行い、発表しました。ホワイトボードや矢印を
用いて自分たちの考えを発表し、意見を交流する
ことができました。



１２月　学校行事予定表

第 1 便 第 2 便

1 日

2 月 1 15:40 17:00

3 火 2 14:25 なし

4 水 3 15:40 17:00

5 木 4 15:40 17:00

6 金 5 15:40 17:00

7 土

8 日

9 月 6 15:40 17:00

10 火 7 15:40 なし

11 水 8 15:40 なし

12 木 9 14:40 なし

13 金 10 15:40 17:00

14 土

15 日

16 月 11 15:40 17:00

17 火 12 15:40 17:00

18 水 13 15:40 17:00

19 木 14 14:40 なし

20 金 12:20 なし

21 土

22 日

23 月

24 火

25 水

26 木

27 金

28 土

29 日

30 月

31 火

平成２５年度    
留寿都中学校

日 曜 学 校 行 事 給
食

バ ス 運 行 表

研修日⑧

全校朝会　三者面談①

参観日③　PTAレク・親睦会

3年学力テスト（模試Ⅰ）　三者面談②

伊達高等養護学校見学（特支）13:00　三者面談③

三者面談④

通知表提出

部活動清掃

職員会議⑬（1月）

1，2年成績入力完了

球技大会①

球技大会②

冬季休業3　　　天皇誕生日

冬季休業4

冬季休業5　　　学習会①

2学期終業式

冬季休業1

冬季休業2

冬季休業9

冬季休業6　　　学習会②

冬季休業7

冬季休業8

冬季休業11

冬季休業10



（ ） （ ）１１月７日 木 １１月２４日 日
に赤井川中学校 に札幌市教育文化
で後志中学校弁 会館で全道中学校
論大会が開催さ 英語暗唱大会が開
れました。 催されました。

浦口さんはと 仙北谷さんもこ
ても緊張したよ れまでの練習の成
うでしたが、山 果を発揮しとても

麓ブロックの代表として立派な態度での発表 素晴らしい発表でした。
でした。
○二人とも残念ながら入賞はなりませんでしたが、とてもいい経験になったと思います。

《学校評価アンケートにご協力ありがとうございました！》
大変遅くなってしまい申し訳ありませんでした。７月に実施した学校評価アンケートの集計結

果がまとまりました。
内容につきましては来週行われる参観日の全体懇談の中でお話しさせていただきます。厳し

いご意見もいただきました。課題や要望については、真剣に受け止め、教職員全員で今後の学
校運営の改善に生かしていきたいと考えております。その一方で､要望の中にはお応えすること
が難しいものもあることをご理解いただきたいと思います。ご協力ありがとうございました。

《お願い》
「生活リズムチェックシート 「時間の目安を決めて子どもの生活リズムを整える！」を配」、

布しました。
「生活リズムチェックシート」は子どもの望ましい生活習慣に対する関心や意欲を高め、そ

の改善と定着を図ることをねらいとしています。簡単なものですので、一週間の生活について
記録し、本人の自己評価、保護者からの一言をお願いします。

「時間の目安を決めて子どもの生活リズムを整える！」には学習習慣の定着、運動習慣の定
着、適切な睡眠時間（早寝 早起き 朝ごはん 、読書週間の定着、部活動等について書かれて）
います。

どちらもご家庭でお子さんと普段の生活のリズムについて話し合いながら振り返ることので
きるものとなっていますので、お子さんとの話のきっかけとしてもご活用ください。

《お知らせ》
成田教諭が、１２月３日にひざの手術をし、入院治療をするため、来週月曜日から休むこと

になります。順調にいけば１月には復帰できる予定です。なお担当している教科につきまして
は１１月までに計画的に実施し､予定の授業範囲を終了しています。また、スキー授業について
は、他の教員が授業を行う予定です。

かけがえのない生命

生命という たったひとつの かけがえのないものを もらって

静かに流れはじめた わたしの時間 あのときから 支えられ 守られ 歩んできた歳月

この生命は すべての生き物と同じ 永遠のものではないけれど

大空と大地の間で感じている わたしの中の 生命の重さ

《心のノート Ｐ６７》



人との関わり ～いじめの防止に向けて～

校長 宮本元仁

先日、倶知安町で行われた「いじめ防止基本方針の策定に係る事務説明会」という会議に
出席しました。そこで説明を受けたことの一部について情報提供します。まずは、いじめ
防止対策推進法にあるいじめの定義が条文にありましたので、ご紹介します。

要約すると、いじめとは「同級生等との関わりの中で、苦痛となるような行為や言動」と
なるでしょうか。時代を反映しているのはネットに関する言及の部分です。話題になって
いることは「ライン、フェイスブック、ミクシー等に関わること」で、いわゆる「ネットい
じめ」と呼ばれることが今、深刻化しつつあることは皆さんもご存じの通りです。

また、この法律の総則には国の責務、都道府県や市町村及びそれぞれの教育委員会の責
務、学校や教職員の責務、保護者の責務が明記されています。このことから５W1H（誰
が、いつ、どこで、何を、どのように等）を明確にしながら、目的遂行に向かおうとする
姿勢がうかがえました。今後、本校は（おそらく他の学校も）村の教育委員会と連携しな
がら行うべきことに向けて計画を具体化していく予定です。

以下にいじめ問題の根本的なことについて私の考えを示したいと思います。

私自身、教員としてあるいは父親として子ども同士や子どもとの人間関係に関わること

。 、を最重要課題の一つに据えて30年近く頭を悩ませながら取り組んできました その結果

見えてきたことがあります。

親、近所の大人、学校の先

生などとの関係において右記

のような環境で育った子ども

たちは虞犯傾向がほとんど全

くと言っていいほどないこと

がわかってきたのです。

①の逆は 「うわべの関係」 となります。そのような環境で育つと人の痛みに鈍感な、

人間になってしまうことでしょう。

②の逆は大人と子どもの関係では「一方的な押さえつけ」という形で現れます。怖いの

は力関係が逆転した時です。これが原因と思われる不幸な事件や事例は枚挙にいとま

がないほどです。

③が最も重要なことで、小さい時からこのような環境で育った子どもは、筋道を立てて

考えることが当たり前になります。当然、いじめとは対極にいることが容易に予想で

きます。

これら3つの要素がそろうと人は「他人が嫌がるような物理的な力の行使や陰湿な心理

的攻撃を心から憎む人柄となる 」ことでしょう。。

もう1点かなり早い段階で、とても重要なことに気づきました。子どもは自ら陰湿ない

。 。じめをしないということです 私が目の当たりにしたものはすべて大人の影が見えました

大人の人間関係や人格が子どもに影響を与えた結果として、いわゆる「いじめ」という現

象となって発現していました。気をつけていかなければならないと思っています。

①本音、本気でつきあう関係：温かみのある人格に

②互いに納得する関係：民主的な人柄に

③筋が通り、理詰めの関係：正義の人に

「児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍している等当該児童等と一定

の人的関係にある他の児童等が行う心理的または物理的な影響を与える行為（イン

ターネットを通じて行われるものを含む ）であって、当該行為の対象となった児。

童生徒が心身の苦痛を感じているもの 」。


